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【はじめに】微細構造にもとづく超撥水表面を高スループットに形成可能な技術の確立は，様々

な機能性デバイスの作製を行う上で重要である．我々のグループでは，これまでに，ポーラスア

ルミナを用いたナノインプリントプロセスにより形成したナノ・マイクロ階層構造が超撥水表面

として機能することを報告した［１］．本発表では，撥水特性の向上を目的に，マイクロ構造表面に

形成されるナノピラーアレー構造体のピッチ拡大と特性評価について検討を行った結果について

報告する． 

【実験】電解研磨を行った Al 板にマイクロメータースケールの凹凸構造を有するモールドを押し

付けた後，陽極酸化を行うことで表面にナノホールアレー構造を有するポーラスアルミナの形成

を行った．得られた試料をモールドとし，光硬化性樹脂（PAK-02）を用いた光ナノインプリント

によりポリマーシート表面にナノ・マイクロ構造を形成した．得られた試料の表面をフルオロア

ルキルシランで表面修飾を施した後，水滴の接触角測定を行った． 

【結果および考察】 図

１に本検討で得られた

ナノ・マイクロ階層構造

の SEM 像を示す．SEM 像

より，100μm 周期の凹凸

表面に約900nmピッチで

配列したピラーアレー

構造が形成されている様子が観察された．図２には，得られた構造体表面における水滴の接触角

測定を行った結果を示す．測定の結果，本検討で得られた

微細パターン形成表面の水滴の接触角は 171.5°を示し超

撥水特性を有することがわかった．以上の結果より，本手

法は，接触角が 170°を超える超撥水表面を効率良く形成

するための手法として有効であることが確認された．  
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図２ 接触角測定結果 

図 1 ナノ・マイクロ階層構造 SEM 像 (a)低倍像 (b)高倍像 
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